
区　　規　　約

井の口区



第1条　　　本区は、井の口区と称し事務所を井の口公民館に置く

第２条　　　本区は、区民の親和を助長し、生活向上、福祉の増進を図り、明るく住みよい

　　　　　　生活環境をつくり、自主的で活発なる公民館活動により区、地区コミュニティ及び

　　　　　　市の発展に寄与することを目的とする。

第3条　　　　本区は、前条の目的達成のため、次の事業を行う。

　　　1.　区民の親和助長に関すること。

　　　2.　区民の環境美化、生活向上に関すること。

　　　3.　区民の福祉に関すること。

　　　4.　公民館活動（サークル活動含む）に関すること。

　　　5.　その他必要と認められる事業。

　　　（公告及び広報）

第4条　　　本区の公告及び広報は、掲示板への掲示、または回覧等により行う。

第5条　　　本区は、区住民（井の口区に居住する各世帯の代表者）で組織し組制を設ける。

　　　　　　但し、組戸数の変化により、組数の増減をすることが出来る。

　　　（区住民の権利と義務）

第6条　　　区住民は、本区の運営委員となり、役員を選出し、公民館活動等についての報告

　　　　　　を求め、又意見を述べることが出来る。

　　　2.　区住民は、本区の業務運営委員によって生じる利益は平等に受けることが出来る。

　　　3.　各世帯の主婦は、公民館活動における女性の重要性に鑑み、女性部に入会する

　　　　　ものとし、各種行事に努めて参加協力するものとする。

　　　4.　各世帯は、所定の区費を納入（当月16日以降入居の場合は、半額）しなければな

　　　　　らない。但し、役員会が認めた場合は、減免することができる。

　　　5.　新しく本区の住民となった時は、所定の入会金を納入しなければならない。

　　　6. 月の途中で区を転居した場合既納の区費等は、返還しない。

　　　（事　　　業）

　　　（構　　　成）

井の口区規約

第1章　　総　　　則

　　　（名称及び事務所の所在）

　　　（目　　　的）



第7条　　　　本区の区及び公民館の組織を別表ー1のように定める。

　　　　2.　組織は、役員会に諮り、常に時代に適合するよう維持すると共に区民に、周知

　　　　　　徹底し、次期総会の承認を得るものとする。

　　　　(役　員　等）

第8条　　　本区の組織に役員等を配置し、任務、定員及び選出方法等は次表のとおり。

　　　　1.区長（館長）、　副区長、会計、（事務員）　

任期

2年

再任は

　副区長 　区長（館長）を補佐し、公民館の運営管 妨げな

兼副館長 理及び公民館事業の指導助言並びに 　い。

∗但し、

事務員は

除く。

　事務員

　　　　2.審議評議員、相談役、監査役 .

２年

再任は

妨げない。

　予算及び業務の執行状況、決算の監査

を実施し、総会でその結果を報告する。（　2　）

監　査　役

　については、総会で

　承認を得る。）

　運営に関し、必要な場合区長が任命し、

会議出席時には、すべての権限を有する。

　　役員会に諮り、区

　民の中から区長名

　で任命する。

　（相談役、監査役

事務全般に関すること。

　　区長兼

公民館長

その他必要な事務を行う。区長に事故等が

　区長の諮問事項を審議して、速やかに答

申する。尚、区長改選時には、選考委員と

なり役員選考にあたる。

　区費等の収支、その他事務、経理業務

全般に関すること。

候補者を厳選し（

副区長、会計は現

区長及び次期候補

者の意向を入れ）

役員会に諮り、総会

の承認を得る。

選出方法

　区の代表として、市長より行政区長とし

ての委嘱を受け、区の総ての業務を統括し

、併せて、公民館長の職を兼ねる。

　審議会評議員は

区長選考委員とな

り、区民の中から

第　　2　　章　　組　　　　織

　　　　（組　　　　織）

職名（定員） 任　　　　　務

（　1　）

（　1　）

（　1　）

（必要数）

（若干名）

　会計

　運営評議会

　　評議委員

相　談　役

（　1　）

あった場合、区長(館長）を代行する。



任　　期

1　年

して積極的に協力する。

1　年

再任可

女性部長

文庫部長

福祉部

　青少年

　育成部長

食進会部長 　各部の内部規定に

シニアクラブ 内部規定

部長 による。

（鶴寿会）

　　　　3.公民館各専門部長、各隣組長（部員兼務）

　　各隣組長兼

公民館各部員

職　　名 任　　　　　　　　　務 選出方法

　隣組の代表として区長を補佐し、区費等

の微収業務を実施する。公民館活動運営

員として、（食進会部、シニアクラブ、青少年

　　隣組長又は、区民

　の中から区長が推薦

　する。

育成部を除く）各部に配置される。委員と

　　各部に配置された

　各部員（隣組長）の

　互選

体育部長

文化部長

　通称すこやか文庫を担当する。

福祉部は区民の福祉推進を図るため、地

域福祉活動の推進に努める。又東ｺﾐ運営

　区行事、東コミ各行事に自主的に協力す

る。又、正副部長は東コミ運営委員として、

各種会議に出席し、意見をのべ、総ての

権限を有する。

する。（∗食進会部は、特に要請があった場

合い出席する。）

委員として各種会議に出席する。

　青少年に対する諸行事の実施等、区、東

　福祉委員が担当

　する。

コミ各種行事への参加協力するものとする。

　より選出する。

公
　
民
　
館
　
各
　
専
　
門
　
部

　　∗欠員が出た場合は、補充するものとし、その任期は、残任期間とする。

　区長が必要と認め、要請した場合、会議

に出席し、上部団体からの連絡調整と意見

を述べ、全ての権限を有する。又、東コミ運

営委員として、正副部長は、各会議に出席



第9条　　　　会議は次表のとおりとする。定足数：3項は構成員3分の2以上、4項は2分の1以上の

　兼

　　　　　（会　　　議）

　　　　　　　出席（委任状含む）により成立し、それぞれ過半数の賛成で決する。

会議名 会　　議　　内　　容 会　議　出　席　者

第　3　章　　会　　　議

　　各会議の議題等の打合せ等

　　（専門部予算の折衝にあたる。）

　区長、（館長）、副区長、会計,他

　　　（該当者：正副部長）

1.　　執行部会

　（予算委員会）

　執行部会で決定した会議内容を検討する。

（　∗規約で規程した事項については役員会

で決定し、又必要な場合は運営委員会に

諮る。）

　執行部、各部長∗必要な場合

相談役、監査役、（∗各部長が不

都合の場合は副部長又は部の中

から代理を立てるものとする。）

他必要な人。

2.　　役　員　会

　総会案の審議、区、公民館運営に関す

る事項、各種行事の役割分担等の周知徹

底と協力要請、その他について。

　役員、役員以外の隣組長、相談

役、監査役、各専門副部長、民生

委員、少年相談員、少年補導員

3.　　運営委員会

　前年度行事、決算報告及び次年度行事

計画及び予算、その他の承認、又必要な

場合は臨時総会を開催することができる。

　各世帯の代表者１名

（∗不都合の時は、組長に委任状

を託す。）

4.　　総　　会

　（定期・臨時）

　区、公民館に関する問題に対して、諮問

された事項を建議し、答申する。

　区民、又は役員の中から役員会

の承認を得て、区長名で評議員（

必要数）を任命する。

５.　　運営審議会

　　東コミ各種行事について。 　　東コミ運営委員6.　∗東コミ会議等

　　　　　（招　　　集）

第10条　　　　　各会議の招集は、区長（館長）名で、遅くとも3日前までに、文書又は電話で連絡する。

　　　　　　　　（∗東コミの会議については、東コミ事務局から連絡される。）



第11条　　　第3条4項の公民館活動は以下の専門部、サークルの活発な運営が望まれる。

　

　（2）サークル：5名以上で活動する公民館長より承認された団体

　　　　　　　は予算委員会にかけ、運営委員会を経て総会で決定される。その後請求書（別紙用紙

　　　　　2.　本区内に宅地及び宅地とみなすものを所有する区外者から、区外区費を微収する

第　4　章　　運営及び運営費等

　　　　　　らとする。

　　　　（手当及び報酬等）

第15条　　　　　本区の役員等の手当は、運営委員会に諮り承認を得、総会で決定する。役職毎の

　　　　　　　金額等は、年度毎の総会資料の別表に示し添付する。事務員の報酬等は事務員

　　　　　　　服務管理規定による。

　　　　（運　営　費）

第12条　　　本区の経費及び公民館活動（サークル含む）に必要な経費は、市の各種助成金、

　　　　　区費等及び寄付金等をもって充てる。

　　　　（各部助成金）

第13条　　　各部は次年度予算について、新年度助成金申請書（別紙様式ー1）を提出、執行部

　　　　　ー2）により請求する。

　　　　（区　費　等）

第１４条　　　　本区の区費等の金額は、役員会に諮り承認を得、総会で決定する。その金額は

　　　　　　年度毎の、総会資料の別表に示し添付する。

　　　　　　ことができる。但し、微収時期及び金額は、役員会で検討し、総会で決定された年か

　　　　（運　　　営）

　（1）専門部：体育部、文化部、女性部、福祉部、文庫部、青少年育成部、及び食進会、シニア

　　　　　　　　クラブ(高齢者）とする。



　　　　　　承認を受けなければならない。

　　　　（資金の管理）

第18条　　　運営費は、預金、その他最も安全かつ有利な方法で運用するものとする。

　　　　（監　　　　査）

第19条　　　監査は年2回（10月、4月）に監査役が実施し、総会において監査報告をしなければ

　　　　　　ならない。

　　　　（規約の改正）

第20条　　　　規約の改正事項が発生した場合は、区長が運営審議会を招集し、諮問する。

　　　　　　答申を受け運営委員会に諮り、次期総会まで試行するか、必要があれば臨時総会を

　　　　　　開催し承認を得て、これを決定する。

　　　　（試　　　　行）

第21条　　　　　急を要しない場合は次回総会までの期間運営委員会に諮り、試行する。

　　　　（施　　　　行）

第22条　　　　　この規約は、平成5年度定期総会の日より施行する。

　　　　　　　　　一部改正：　平成11年4月

　　　　　　　　　一部改正：　平成13年4月（試行：平成12年6月～平成13年4月）

　　　　　　　　　一部改正：　平成23年4月

   　　　          一部改正：　平成24年4月

第　6　章　　　　附　　　　則

　　　　（事業年度）

第16条　　　　本区の事業年度は、毎年4月1日から始まり翌年3月31日に終わる。

　　　　　　するに必要な金額に限り支出するものとする。但し、特別の支出について役員会の

第　5　章　　　会計及び監査

　　　　　2.　定期総会までの予算が成立しない時期において区長（館長）は、通常の業務を執行

　　　　（予　　　　算）

第17条　　　　本区の予算は、総会の承認を得なければならない。



＃区機関

相　談　役

体　育　部

監　査　役 ∗教養文化等に関する行事の企画実施

文　化　部

女　性　部

福　祉　部

区、東コミの各種行事等への参加協力

文　庫　部

食進会部

青少年育成部

ｼﾆｱｸﾗﾌﾞ

（鶴寿会）

民生委員、少年相談員、少年補導員

∗各機関上部の連絡調整

∗高齢者対策等に関する諸行事の企画

*青少年に対する諸行事の実施等

区、東コミ各種行事への参加協力

実施等、区東ｺﾐ各種行事への参加協力

区、東コミの各種行事等への参加協力

∗各機関上部の連絡調整

∗女性問題に関する諸行事の企画実施等

区、東コミの各種行事等への参加協力

等区、東ｺﾐの各種行事等への参加協力

施等、区東ｺﾐ各行事への参加協力

青少年指導員

*各機関上部の連絡調整

区組織図（∗各部の任務）

区長兼公民館長

（役員選考委員会）

運営審議会

∗体育等に関する行事の企画実施等、

∗食生活改善に関する諸行事の企画実

∗各機関上部の連絡調整

区防犯組合

区衛生組合

副区長兼副館長

会　　　計

*福祉問題に)関する諸行事の企画実施等

*文庫に関すること

区、各種行事への参加協力

※各部の任務


